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ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱによる歩行サーベイ技術の検討 

福島県環境創造センター研究部 

○木村裕、佐藤信行、井上広海、菅井裕之

経緯 福島県では、福島第一原子力発電所事故後の県内の空間放射線量率（以下「線量率」）の把握のため、

サーベイメータ及びモニタリグポスト等による定点測定が 3,500地点以上で行われており、さらにこれらを

補間する目的で 30台以上の路線バスなどによる走行サーベイが実施されている（2016 年 3月現在）。しか

し、住宅地周辺の路地、公園及び森林など、定点測定

や走行サーベイの実施が難しい場所や、同じ施設・敷

地内においても測定する場所により線量率が異なる場

合がある。このため、定点測定や走行サーベイに加

え、より詳細な線量率の分布を把握するための測定技

術も必要であり、その測定結果を分かりやすく公表す

ることが求められている。そこで、定点測定や走行サ

ーベイの実施が難しい住宅地周辺の路地、公園、森林

等の線量率の把握を補完するため、KURAMA-Ⅱでの

GPS 歩行サーベイ（以下「歩行サーベイ」）による環

境マッピング技術の検討を行った。 

機材 歩行サーベイの検討にあたり、必要な機材の整備を行った。測定用のソフトウェアは京都大学原子炉

実験所より KURAMA-Ⅱの提供を受け、CsI(Tl)シンチレーション検出器、ディファレンシャル GPS、ラップト

ップパソコンを組み合わせて歩行サーベイ用の KURAMA-Ⅱを組み立てた。 

試験 フィールドでの試験により、方向特性や補正係数などを評価した。 

方向特性については歩く方向によって線量率の分布に数メートル程度のず

れが生じたが、線量率の値には変化は見られなかった。これは、線源を跨ぐ

ように歩行サーベイを行うことで前方及び後方に対する方向特性の効果が相

殺されるためと考えられる。ただし、歩行サーベイを行うエリアの外縁では

この効果が得られないため、注意が必要である。 

補正係数については、NaI(Tl)シンチレーション式サーベイメータによる

1m 高さでの測定値を基準に補正を行った。その結果、低線量用の検出器で

は高線量率領域で窒息現象が発生することが分かった。このため、本機器構

成では概ね１μSv/hを境として検出器を低線量と高線量のそれぞれに適し

たものに交換することが適切であると考えられる。 

結論 歩行サーベイにより、住宅地周辺の路地、公園及び森林など、定点測定や走行サーベイの実施が難し

い場所での線量率分布の把握が可能となった。 

歩行サーベイの様子 
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